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図書資料整備では、昭和38年 5月に、京都大学は HRAF(Human Rela-
















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































年の 3月と11月の 2回にわたって、“Reflections on Malaysian Society 
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第2節研究活動の基盤
under the New Economic Policy"が開催された。同じ年に“Dutch-
Japanese Symposium on the History of Dutch and Japanese Expansion in 









































































後、事務所の所在地は Jalan Kartanegara 60に移り、さらに JalanErlang. 












































目録として収められている。また、 24巻 1号から31巻 3号までに掲載された
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昭和52年度は、同52年8月5-9日、 17-20日、 26-29日の 3部に分けて
「東南アジアの稲作社会Ji東南アジアの稲作と立地環境Jiミムルダールと
アジアjを扱った。受講資格・出願手続き等を定めた「東南アジアセミナー
内規」制定(昭和52年7月)後最初のこのセミナーを第 1回と数える。第 2回
セミナーは、昭和53(1978)年 8月16-31日の間行われた。「東南アジアの自
然・文化・社会」というテーマであった。開催時期の夏であることが意識さ
れて、「夏期セミナー」という用語が定着した。第 3回セミナー(昭和54
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<1979>年)、第 4回セミナー(昭和55<1980>年)もまた東南アジアの総合的な概
説を目指して組織された。第 5回セミナー(昭和56く1981>年)においては、テ
ーマを絞って、「インドネシアと島嶋部の世界」に焦点が当てられ、続く第
6回セミナー(昭和57<1982>年7月19-31日)では、「大陸部東南アジアの世界」
を扱った。
第7回セミナー(昭和58<1983>年)ではテーマがさらに絞られて、「東南アジ
アの農業Jが選ばれた。続く第 8回セミナー(昭和59<1984>年)は「南北問題
の視点から見た東南アジア経済論」、第9回セミナー(昭和60<1985>年)は「マ
レ一世界のなりたちょ第10回セミナー(昭和61<1986>年)は「東南アジア世界
へのアプローチ」、第11回セミナー(昭和62<1987>年)は「東南アジア世界の政
治と革命Jを取り上げた。
第12回セミナー(昭和63<1988>年)のテーマは「フロンティアとしての東南
アジアjであったが、このセミナーでは、タイにおける臨地研修という新し
い試みが行われた。京都における 1週間の研修に続いて、参加者は次の 1週
間をタイで過ごし、タマサート大学、シンラパコーン大学、チュラーロンコ
ーン大学を歴訪して、各大学で特別講義を受け、続いて、センタースタッフ
が長年の農村調査を行ってきた東北タイのドンデーン村を含む各地で臨地研
修を受けた。第13回セミナー(平成元<1989>年)では「海域世界としての東南
アジアlが取り上げられた。
第14回セミナー(平成 2<1990>年)は、テーマとして「タイ経済を考える
一一タイからの視点」を選んだが、この年から期聞を 9月初旬にし、従来2
週間をかけて実施していたセミナーを 1週間に短縮して、より集中的な研修
を行う試みが行われた。第15回セミナー(平成 3<1991>年)r自然・開発・文
明一一東南アジアからの視座」、第16回セミナー(平成4<1992>年)r地域研究
の手法をめぐって一一東南アジア研究の現場からJもまたこの線に沿って実
施された。
平成 5(1993)年度から大学院人間 c環境学研究科の協力講座として本格的
に大学院生を受け入れることになり、夏期セミナーの性格も少しずつ変わっ
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てきている。従来の受講料納入制度が改められ、受講生の制限も図ってい
る。そして受講者による発表をフ。ログラムに加えることにより、従来よりも
一段とセミナ一色を濃くしている。
平成 5年度は「地域研究の手法をめぐって一一東南アジア研究の現場か
ら」、平成 6(1994)年度は「ヒト生存にとっての東南アジアJであった。
セミナー参加者は、各回について20名ないし50名を数える。初期のセミナ
ーには学部学生が多数を占めたが、最近では大学院生や助手などの若手研究
者が目立つようになった。受講者の中からは立派な研究者が多く現れてい
る。
第 8項建物の移り変わり
東南アジア研究センターは、これまでにいくたびも建物を移り変わってき
た。センターの発足当時は、左京区吉田下阿達町14番地の 1に所在する木造
2階建てに仮屋住まいをしていた。この建物は、大蔵省近畿財務局が所有し
ているものを借用していた。今は壊されて民間マンションとなっている。
センタ一発足後6年を経た昭和46(197l)年8月、現在の左京区吉田下阿達
町46番地に移転した。旧京都織物建物の一部(現在の北棟部分)を借用したも
のである。
その後、センターの部門増や組織の拡大に伴って、旧京都織物の他の部分
も借用するようになった。かつて京都織物の倉庫として用いられていたもの
を少しずつ改装し、研究室、図書室、会議室などに充てていた。川端通り沿
いに建てられた2階建てタイル張りの造りで、正面入口から北へ伸びるのが
北棟、南へ伸び、るのが南棟である。
2つの建物の中間には、京都織物本館がある。洋式の赤煉瓦建てで「赤レ
ンガ(館)Jと通称されている。中央にアーケードを持つ堂々たる構えの天井
の高い建物で、明治の最も初期に建てられた本格的洋風建築物として昭和50
(1975)年以来、京都大学の歴史的建築物に指定されている。資料部として内
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部を補強して使っている。
その規模が拡大するたびごとに借用を重ねて何とかしのいできたセンター
が、ょうやく独自の新しい建物を持つようになったのは、昭和54(1979)年3
月のことで、現在の東棟(鉄筋コンクリート造り 4階建て)の西側部分が竣工し
たことによる。東棟はその後昭和59(1984)年 3月には、東側へと伸びる残り
の部分も竣工し、現在見るとおりの建物となった。そして平成 5(1993)年度
には、アフリカ地域研究センターとの共同研究棟が東側に建てられた。
これまでの、建物の移り変わりの実態を年表風にまとめると次のとおりで
ある。
昭和40年4月 京都市左京区吉田下阿達町14番地の 10
木造2階建て830m'(近畿財務局所有)を借用。
昭和46年8月 京都市左京区吉田下阿達町46番地に移転。
旧京都織物建物北棟1，051m'を借用。
昭和48年3月 旧京都織物建物南棟2階部分469.58討を借用。
昭和49年7月 旧京都織物建物南棟1階部分385.72m'を借用。
昭和50年6月 旧京都織物建物南棟1階部分120m'を借用。
昭和54年3月 東南アジア研究センター研究棟(東棟西側部分)1，062m2竣
昭和58年4月
昭和59年3月
昭和61年3月
5月
平成5年8月
592 
工。
旧京都織物建物本館172討を、また12月には岡本館の631討
を借用。
東南アジア研究センター研究棟(東棟東側部分)913m'竣工。
旧京都織物建物南棟975.30討を一括返還。
旧京都織物建物本館97討を借用。
アフリカ地域研究センター・東南アジア研究センター共同
研究棟2，120m'竣工。
